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第１期（決算日 2020年５月15日） 第２期（決算日 2020年８月17日）  

  

 

  

  

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「リスクコントロール・オープン」は、2020年８月17日に第２期の決算を行いましたので、第１期から第２期の運用状況ならびに
決算をまとめてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2020年３月31日から2030年２月15日まで 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内および先進
国の不動産投資信託証券等への分散投資を行い、安定した収益の確保と、信託財産の着実な成長を目指して運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

リスクコントロール・オープン 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きます。以下

同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の

債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協会規則に

規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券
（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭマネーマザーファンド ・国内の公社債 

主 な 
投 資 制 限 

リスクコントロール・オープン 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限
を設けません。 

ＲＡＭマネーマザーファンド 外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として各決算日における収益分配前
の基準価額が10,200円を超過している場合、10,200円を超える額を目途として分配金額を決定します。なお、決算日にかけて基準価額
が大きく上昇した場合など、基準価額の動向等によっては実際の分配額がこれと異なる場合があります。分配対象額が少額の場合には
分配を行わないことがあります。 

 

リスクコントロール・オープン 
愛称：みつぼしクルーズ 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2020年３月31日 10,000 － － － － － － 210 

１期(2020年５月15日) 9,999 0 △0.0 4.1 1.8 60.9 1.1 263 

２期(2020年８月17日) 10,202 20 2.2 12.9 4.8 77.8 3.4 329 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第１期 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2020年３月31日 10,000 － － － － － 

４月末 10,022 0.2 2.9 1.2 55.3 0.8 

(期  末)       

2020年５月15日 9,999 △0.0 4.1 1.8 60.9 1.1 

第２期 

(期  首)       

2020年５月15日 9,999 － 4.1 1.8 60.9 1.1 

５月末 10,049 0.5 5.5 2.3 60.3 1.6 

６月末 10,095 1.0 10.8 3.8 82.1 2.8 

７月末 10,196 2.0 13.0 4.7 77.9 3.4 

(期  末)       

2020年８月17日 10,222 2.2 12.9 4.8 77.8 3.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首（設定日）比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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○運用経過 (2020年３月31日～2020年８月17日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は設定時10,000円から当作成期間末

10,202円（分配後）となりました。 

先進国債券（為替ヘッジあり）および先進国株式が基準価額の主な値上がり要因（分配金再投資ベース）と

なった一方、国内債券が基準価額の主な値下がり要因（分配金再投資ベース）となりました。 

投資対象とする資産の設定来の値動きは、国内債券が下落した一方、そのほかのすべての資産は上昇しました。 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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国内債券市況 

国内長期金利は上昇（債券価格は下落）しました。設定当初は新型肺炎問題を背景とした金融市場の混乱か

ら債券に対する需給が交錯する場面も見られましたが、各主要国による政策対応が進み市場が落ち着きを取

り戻すなか、国内長期金利は緩やかな上昇基調で推移しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は米欧とも小幅に低下（債券価格は上昇）しました。2020年２月から３月にかけて各国中

央銀行が新型肺炎問題への対応として緊急利下げ等の大規模な金融支援策を展開していた流れを受けて、当

作成期間中においては、先行きの不透明感から低金利政策等が維持されるとの見方から先進国の長期金利は

低位圏で推移しました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は上昇しました。設定当初からしばらくは新型肺炎問題に伴う経済活動の停滞懸念等から一

時的に下落する場面もありましたが、2020年４月以降は政策当局による大規模な金融政策や財政政策に対す

る期待などから上昇に転じました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は上昇しました。設定当初からしばらくは新型肺炎の世界的な感染拡大に伴う経済活動の

停滞等が懸念視され一進一退の推移となりましたが、2020年４月以降、各主要国による大規模な金融政策や財

政政策に対する期待などから上昇に転じました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は上昇しました。設定当初からしばらくは新型肺炎の世界的な感染拡大に伴う経済活動の

停滞等が懸念視され一進一退の推移となりましたが、2020年４月以降、主要先進国による大規模な金融政策や

財政政策に対する期待などからその後上昇に転じました。 

 

新興国債券市況 

新興国の長期金利は多くの国で低下（債券価格は上昇）しました。 

新型肺炎の感染拡大が世界的な社会問題と化した2020年２月から３月にかけて、経済基盤が脆弱な国から

の資金流出が相次ぎ新興国金利は急上昇しましたが、当作成期間中においては、各国金融市場が落ち着きを取

り戻すなか、債券が買い戻される動きが見られました。 

 

国内リート市況 

国内リート市場は上昇しました。設定当初は新型肺炎問題の拡大を受けリートの収益に対する先行きの不

透明感が高まり現金化の動きが強まったことから、国内リート市場は一時大幅に下落しました。その後、政策

当局による大規模な金融政策や財政政策に対する期待などから上昇に転じましたが、新型肺炎問題の収束見

通しが立たないなかでは賃料収入等の予測も立てにくく、2020年６月以降はおよそ横ばいでの推移となりま

した。 

 
  

投資環境 
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先進国リート市況 

先進国リート市場は上昇しました。設定当初は新型肺炎問題の世界的拡大を受け、リートの収益に対する先

行きの不透明感から一時大幅に下落しましたが、2020年４月から６月にかけては各主要国の金融政策や財政

政策に対する期待などから上昇基調となりました。しかしその後は新型肺炎問題の収束見通しやリートの収

益に対する見通しに大きな変化が見られなかったことから、先進国リート市場は一進一退を繰り返す横ばい

の推移となりました。 
 

為替市況 

当作成期間中、円は米ドルに対して円高、ユーロに対して円安となりました。 

米ドルに対しては、金融市場が新型肺炎問題に伴う混乱から徐々に落ち着きを取り戻す動きと並行して、

ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による更なる金融緩和政策への期待の高まり等を背景に円高（ドル安）基調

で推移しました。 

ユーロに対しては、新型肺炎問題に伴うリスク回避等を背景に一時円高基調で推移していましたが、その後

ＥＵ（欧州連合）による復興基金創設の合意がなされるなど欧州地域での経済回復期待が高まり、ユーロ高

（円安）が進みました。 

新興国通貨は、新型肺炎問題を背景に発生した金融市場の混乱から一定の落ち着きを取り戻し、一部では買

い戻される通貨も見られましたが、トルコリラのように対米ドルで 安値を更新する通貨もあり、地域ごとに

跛行色が見られました。 
 

 
当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）などへの分散投資を行い、中長期的に

信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、投資環境を定量的に分析し、安定性重視資産（国内債券・先進国債

券（為替ヘッジあり））および成長性重視資産（国内株式・先進国株式・新興国株式・新興国債券・国内リー

ト・先進国リート）の配分比率を機動的に変更し、運用リスクのコントロールを行いました。安定性重視資産

と成長性重視資産の配分比率の割合は、70％：30％程度から90％：10％程度の範囲内で変更しました。 

2020年３月の時点においては、新型肺炎の世界的な感染拡大を背景に国内外の株式のみならず平常時は安

定的な価格推移が見込まれる先進国の国債においても大きく売り越されていた状況であったことから、安定

性重視資産および成長性重視資産双方への投資割合を引き下げ、実質的にキャッシュ等（残存期間の短い国内

の公社債等）への投資を行い、価格変動性の低い資産への投資割合を高めたポートフォリオを構築しました。 

その後、先進国各国における緩和的な金融政策および財政政策が相次いで発表され、経済活動正常化への期

待が高まったことから、国内外の株式市場では２月以降の下落を一部取り戻す動きが観測されました。このよ

うに金融市場の価格形成機能が正常状態に回帰していくなか、４月から５月にかけて、キャッシュ等への投資

割合の引き下げや成長性重視資産の配分比率の引き上げを段階的に実施しました。 

５月以降も新型肺炎の感染拡大が続いたことや米中間の対立激化が懸念された一方、米国を中心とした経

済活動の再開や追加的景気対策への期待等から国内外の株式市場は堅調に推移し、また作成期末にかけては

投資環境分析で観測しているボラティリティ（価格変動性）関連指標が２月以降の 低水準まで低下したこと

や、米小型株や新興国株式の指標に継続的な改善がみられました。これらの動きにあわせ、６月初旬にはキャッ

シュ等への投資割合を引き下げ非保有とし、また７月以降８月にかけては成長性重視資産への配分比率引き

上げを段階的に実施しました。  

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は作成期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は作成期を通じて高位に維

持しました。また、ベンチマークとの連動性を高めるため、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の

売り予約）を行いました。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は作成期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は作成期を通じて高位に維持

しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は作成期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は作成期を通じて高位に維持しま

した。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は作成期を通じて高位に維持しました。 
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ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は作成

期を通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭマネーマザーファンド 

国内の公社債を主要投資対象とし、利息等収益の獲得および流動性の確保を目指して残存期間の短い国内

の公社債へ投資することによりポートフォリオを構築しました。 

 

 
当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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原則として、各決算日における収益分配前の基準価額が10,200円を超過している場合、10,200円を超える額

を目途として分配金額を決定します。当作成期の収益分配金につきましては、上記方針に従い、基準価額の水

準を勘案し、次表の通りとさせていただきました。なお収益分配にあてなかった利益（留保益）につきまして

は、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 第２期 

2020年３月31日～ 
2020年５月15日 

2020年５月16日～ 
2020年８月17日 

当期分配金 －  20  

(対基準価額比率) －％ 0.196％ 

 当期の収益 －  20  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 1  202  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

引き続き、投資環境を定量的に分析し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を目指して、安定性重

視資産および成長性重視資産の配分比率を機動的に変更する運用を行います。また、基準価額が『確保ライン』

に近づいた場合は、安定性重視資産および成長性重視資産双方への投資割合を引き下げ、実質的にキャッシュ

等への投資を行い価格変動性の低い資産への投資割合を増やすことで、ファンドの基準価額下落時において

も、あらかじめ設定した『確保ライン』を上回る水準で運用を継続することを目指します。 

 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 
  

分配金 
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ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 

 

ＲＡＭマネーマザーファンド 

引き続き、残存期間の短い国内の公社債へ投資し、利息等収益の獲得および流動性の確保を目指して運用を

行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年３月31日～2020年８月17日) 

項 目 
第１期～第２期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 43  0.433  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (21)  (0.210)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (21)  (0.210)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.003   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.002   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 11   0.114   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.009)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 保 証 料 ） (10)  (0.098)  保証料は、保証契約に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.003)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 54   0.552    

作成期間の平均基準価額は、10,072円です。  
 

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し
た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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○売買及び取引の状況 (2020年３月31日～2020年８月17日) 

 

銘 柄 
第１期～第２期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ＲＡＭ国内株式マザーファンド 6,835 7,415 755 856 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 1,691 1,918 197 219 
ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 37,738 47,335 5,215 6,953 
ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 6,045 7,113 826 1,045 
ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 8,580 7,748 1,429 1,380 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 54,992 58,037 5,968 6,278 
ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 1,869 1,889 199 199 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 216,354 229,110 23,930 25,557 
ＲＡＭマネーマザーファンド 65,214 65,130 65,214 65,123 

 
 
 

○株式売買比率 (2020年３月31日～2020年８月17日) 

 

項 目 
第１期～第２期 

ＲＡＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ新興国株式 
マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 12,178,363千円 13,843,457千円 1,732,047千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 21,323,939千円 33,514,253千円 5,137,355千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.57   0.41   0.33   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年３月31日～2020年８月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＡＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 
第１期～第２期 

買 付 額 売 付 額 第２期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 18 － 55 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングス、株式会社関西みらいフィナンシャルグループです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2020年３月31日～2020年８月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2020年３月31日～2020年８月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2020年８月17日現在) 

 

銘 柄 
第２期末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 6,080 6,941 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 1,493 1,743 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 32,523 45,447 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 5,218 6,949 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 7,151 6,883 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 49,023 51,460 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 1,669 1,735 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 192,424 205,258 
 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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リスクコントロール・オープン 

○投資信託財産の構成 (2020年８月17日現在) 

項 目 
第２期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 6,941 2.0 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 1,743 0.5 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 45,447 13.3 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 6,949 2.0 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 6,883 2.0 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 51,460 15.1 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 1,735 0.5 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 205,258 60.1 

コール・ローン等、その他 15,115 4.5 

投資信託財産総額 341,531 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＡＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（67,932,720千円）の投資信託財産総額（68,001,171千

円）に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＡＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（9,721,576千円）の投資信託財産総額（9,730,825千円）

に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＡＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（20,935,307千円）の投資信託財産総額（20,952,384

千円）に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＡＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（4,932,829千円）の投資信託財産総額（4,966,397千円）

に対する比率は99.3％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当作成期末における外貨建純資産（186,424,471千円）の投資信託財産

総額（191,081,436千円）に対する比率は97.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=106.55円、1カナダド

ル=80.34円、1メキシコペソ=4.85円、1ブラジルレアル=19.64円、1チリペソ=0.1335円、1コロンビアペソ=0.0281円、1ユーロ=126.20

円、1英ポンド=139.56円、1スイスフラン=117.18円、1スウェーデンクローナ=12.27円、1ノルウェークローネ=11.99円、1デンマークク

ローネ=16.95円、1トルコリラ=14.47円、1チェココルナ=4.84円、1ハンガリーフォリント=0.3643円、1ポーランドズロチ=28.70円、

1オーストラリアドル=76.57円、1ニュージーランドドル=69.65円、1香港ドル=13.75円、1シンガポールドル=77.77円、1マレーシアリン

ギット=25.44円、1タイバーツ=3.42円、1フィリピンペソ=2.18円、1インドネシアルピア=0.0073円、1韓国ウォン=0.09円、1新台湾ドル

=3.62円、1オフショア人民元=15.36円、1インドルピー=1.43円、1イスラエルシュケル=31.30円、1カタールリアル=29.17円、1南アフリ

カランド=6.13円、1アラブディルハム=29.06円、1サウジアラビアリアル=28.46円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2020年３月31日～2020年８月17日) 

 

 該当事項はございません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第１期末 第２期末 

2020年５月15日現在 2020年８月17日現在 

  円 円 

(A) 資産 264,278,375   341,531,050   

 コール・ローン等 53,998,789   1,317,883   

 ＲＡＭ国内株式マザーファンド(評価額) 1,842,227   6,941,892   

 ＲＡＭ国内リートマザーファンド(評価額) 445,441   1,743,419   

 ＲＡＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 11,868,070   45,447,844   

 ＲＡＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 1,856,881   6,949,825   

 ＲＡＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 1,774,262   6,883,307   

 ＲＡＭ国内債券マザーファンド(評価額) 25,253,986   51,460,090   

 ＲＡＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 465,584   1,735,854   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 101,649,656   205,258,936   

 ＲＡＭマネーマザーファンド(評価額) 65,123,479   －   

 未収入金 －   13,792,000   

(B) 負債 429,229   11,991,965   

 未払収益分配金 －   646,025   

 未払解約金 －   10,257,000   

 未払信託報酬 351,664   883,902   

 未払利息 146   3   

 その他未払費用 77,419   205,035   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 263,849,146   329,539,085   

 元本 263,870,386   323,012,717   

 次期繰越損益金 △     21,240   6,526,368   

(D) 受益権総口数 263,870,386口 323,012,717口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,999円 10,202円 
 

（注） 当ファンドの設定時元本額は210,830,933円、第1～２期中追加設定元本額は122,676,344円、第1～２期中一部解約元本額は10,494,560

円です。 

（注） 第２期末の１口当たり純資産額は1.0202円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第１期 第２期 

2020年３月31日～ 
2020年５月15日 

2020年５月16日～ 
2020年８月17日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △  6,563   △    2,349   

 支払利息 △  6,563   △    2,349   

(B) 有価証券売買損益 462,586   7,627,451   

 売買益 572,415   8,155,081   

 売買損 △109,829   △  527,630   

(C) 信託報酬等 △435,522   △1,089,288   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 20,501   6,535,814   

(E) 前期繰越損益金 －   19,854   

(F) 追加信託差損益金 △ 41,741   616,725   

 (配当等相当額) (△    403)  (     25,562)  

 (売買損益相当額) (△ 41,338)  (    591,163)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 21,240   7,172,393   

(H) 収益分配金 0   △  646,025   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 21,240   6,526,368   

 追加信託差損益金 △ 41,741   616,725   

 (配当等相当額) (   16,993)  (     92,273)  

 (売買損益相当額) (△ 58,734)  (    524,452)  

 分配準備積立金 20,501   5,909,643   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 第１期計算期間末における費用控除後の配当等収益（10,119円）、費用控除後の有価証券等損益額（10,382円）、および信託約款に規定

する収益調整金（16,993円）より分配対象収益は37,494円（１万口当たり1円）ですが、当計算期間に分配した金額はありません。 

（注） 第２期計算期間末における費用控除後の配当等収益（1,078,414円）、費用控除後の有価証券等損益額（5,457,400円）、信託約款に規定

する収益調整金（616,725円）および分配準備積立金（19,854円）より分配対象収益は7,172,393円（１万口当たり222円）であり、うち

646,025円（１万口当たり20円）を分配金額としております。 

 

○分配金のお知らせ  

 第１期 第２期 

１万口当たり分配金（税込み） 0円 20円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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